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山田町名誉町民

鈴
木
善
幸
元

首
相
を
し
の
ぶ

弔
問
記
帳
所
に
町
民
ら
953
人

山
田
町
名
誉
町
民
で
あ
る
鈴
木
善
幸
元
首
相
が
七

月
十
九
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
国
立
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
九
十
三
歳
の
長
寿
で
し

た
。
鈴
木
氏
は
昭
和
五
十
五
年
七
月
、
本
県
出
身
五

人
目
の
第
七
十
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。「
和
の

政
治
」
を
掲
げ
、
外
交
で
は
「
国
際
協
調
」
を
目
標

に
激
動
期
の
か
じ
取
り
を
担
い
ま
し
た
。「
善
幸
さ

ん
」
と
し
て
国
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
た
鈴
木
元

首
相
。
生
涯
に
わ
た
り
漁
業
振
興
に
情
熱
を
注
ぎ
、

国
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。鈴

木
善
幸
氏
は
、
本
町
の
大
き
な

網
元
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和

十
年
、
農
商
務
省
水
産
講
習
所
（
現

東
京
海
洋
大
）
を
卒
業
。
二
十
二
年

四
月
の
第
二
十
三
回
総
選
挙
で
旧
社

会
党
か
ら
出
馬
し
初
当
選
、
二
十
四

年
一
月
の
衆
院
選
は
民
主
自
由
党
か

ら
出
馬
し
当
選
し
ま
し
た
。

自
民
党
結
成
後
は
、
昭
和
三
十
五

年
七
月
の
池
田
内
閣
に
郵
政
大
臣
と

し
て
初
入
閣
。
三
十
九
年
七
月
か
ら

第
三
次
池
田
内
閣
で
官
房
長
官
を
務

め
ま
し
た
。
四
十
年
六
月
に
は
佐
藤

内
閣
で
厚
生
大
臣
、
四
十
三
年
十
一

月
、
初
の
総
務
会
長
に
就
任
。
以
後
、

佐
藤
、
田
中
、
大
平
各
政
権
を
通
じ

通
算
十
期
を
務
め
、
抜
群
の
調
整
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
、
福
田
内

閣
で
農
林
大
臣
。
五
十
五
年
七
月
、

大
平
正
芳
首
相
の
急
死
を
受
け
て
第

十
代
総
裁
に
選
ば
れ
、
第
七
十
代
首

相
に
就
任
し
ま
し
た
。「
和
の
政
治
」

「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
な
ど
を
掲

げ
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
設
置
、
国

鉄
な
ど
三
公
社
の
分
割
・
民
営
化
へ

の
路
線
を
敷
い
た
ほ
か
、
参
院
に
比

例
代
表
選
挙
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
七

日
、
鈴
木
内
閣
総
辞
職
。
首
相
在
任

は
二
年
四
カ
月
で
し
た
。
平
成
二
年

一
月
に
政
界
を
引
退
、
衆
議
院
議
員

在
籍
は
四
十
三
年
に
及
び
ま
し
た
。

こ
の
間
、
水
産
業
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
果
た
し
、
戦
後
の
あ
ら
ゆ

る
水
産
政
策
・
制
度
の
創
設
に
か
か

わ
り
、
水
産
の
道
筋
を
つ
く
り
ま
し

た
。
政
界
引
退
後
も
県
漁
港
協
会
会

長
と
し
て
平
成
十
一
年
ま
で
毎
年
夏
、

漁
港
検
診
で
来
県
し
、
沿
岸
各
地
の

鈴木俊一代議士環境大臣就任に伴う表敬訪問で、沼崎喜一町長
一行に応対する鈴木元首相＝平成14年10月・鈴木善幸事務所

役場玄関ホールに設置された弔問記帳所には、
２日間で町民ら953人が記帳に訪れました

【３】

漁
港
の
整
備
状
況
を
視
察
。
漁
民
と

の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

首
相
就
任
後
か
ら
人
柄
の
良
さ
と

温
和
な
風ふ

う

貌ぼ
う

ゆ
え
、
国
民
か
ら
「
善

幸
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば

れ
た
鈴
木
元
首
相
。
首
相
就
任
か
ら

二
年
後
の
昭
和
五
十
七
年
九
月
、
郷

土
入
り
を
果
た
し
、
式
典
会
場
と

な
っ
た
役
場
前
（
旧
山
田
小
学
校
敷

地
）
に
は
町
民
八
千
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
時
、
首
相
に
対
し
町
か

ら
名
誉
町
民
第
一
号
の
称
号
が
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。

た
ほ
か
、
沼
崎
喜
一
町
長
は
、
弔
問

の
た
め
急
き
ょ
上
京
し
ま
し
た
。
二

十
一
日
と
二
十
二
日
に
は
、
役
場
玄

関
ホ
ー
ル
に
弔
問
記
帳
所
を
設
置
。

二
日
間
で
町
民
ら
九
百
五
十
三
人
が

記
帳
に
訪
れ
、
遺
影
に
手
を
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

明治44年１月　本町の鈴木善五郎・ヒサご夫妻の
長男として生まれる。

昭和22年４月　社会党から衆議院初当選
24年 1 月　民自党（後に自由党）から出馬し再選
27年11月　自治政務次官
33年 6 月　地方行政委員会委員長
35年 7 月　第1次池田内閣で郵政大臣
39年 7 月　第3次池田改造内閣で内閣官房長官
40年 6 月　第1次佐藤改造内閣（1）で厚生大臣
41年 8 月　第1次佐藤改造内閣（2）で厚生大臣
51年12月　福田内閣で農林大臣
52年 2 月　日ソ漁業交渉で訪ソ
55年 6 月　宏池会会長

7 月　鈴木内閣発足
56年 1 月 「北方領土の日」（2月7日）閣議決定

3 月　第2次臨時行政調査会発足
57年 9 月　鈴木総理郷土入り。山田町名誉町民の

称号が授与される。
57年10月　自民党総裁選不出馬を表明

11月　鈴木内閣総辞職
61年 7 月　衆参同日選で連続16回の当選果たす。
61年 9 月　宏池会会長を退任
平成 2 年 1 月　政界を引退

役
場
に
弔
問
記
帳
所
を

設
置
し
鈴
木
氏
を
悼
む

町
で
は
七
月
二
十
日
、
役
場
庁
舎

前
に
哀
悼
の
意
を
示
す
半
旗
を
掲
げ

鈴
木
善
幸
氏
に
大
勲
位

鈴
木
善
幸
元
首
相
（
九
三

）
に
正
二

位
の
位
階
と
大
勲
位
菊
花
大
綬
章
の

勲
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
死
去
し
た

首
相
経
験
者
に
大
勲
位
菊
花
大
綬
章

が
贈
ら
れ
た
の
は
、
小
渕
恵
三
、
竹

下
登
両
氏
ら
に
続
い
て
戦
後
九
人

目
。
吉
田
茂
、
佐
藤
栄
作
、
中
曽
根

康
弘
各
氏
は
生
存
者
叙
勲
と
し
て
受

章
し
て
い
ま
す
。

首相就任後、初の郷土入りでは、鈴木善幸先生を一目見ようと役場前
（旧山田小学校敷地）に町民8,000人が集まりました＝昭和57年９月

漁
港
検
診
で
漁
港
の
整
備
状
況
を
確
認
す
る
鈴

木
善
幸
元
首
相
＝
平
成
10

年
８
月
・
船
越
漁
港
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国
民
年
金
は
、
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
の
老
齢
基
礎

年
金
や
万
が
一
の
場

合
の
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
長
い
人
生
に
は
思
い
が

け
な
い
病
気
や
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め

に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
は
、
法
定

免
除
と
申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。
法
定
免
除
は
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護
法
に

基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
が
該
当
し
、
申
請
免
除
は
前
年

の
所
得
が
少
な
い
な
ど
経
済
的
な
理

由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
が
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
失
業

な
ど
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人
も
、
特
例
的
に

免
除
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ

れ
る
「
全
額
免
除
」
と

半
額
が
免
除
さ
れ
る

「
半
額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請

免
除
は
ど
な
た
で
も
承
認
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
り
、

免
除
と
な
る
所
得
（
収
入
）
が
基
準

額
を
下
回
る
場
合
に
承
認
さ
れ
ま
す

（
下
表
参
照
）。

免
除
の
承
認
期
間
は
、
七
月
（
ま

た
は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
の

六
月
ま
で
で
す
。
一
年
間
免
除
を
希

望
す
る
人
は
、
七
月
か
八
月
に
申
請

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
役
場
住
民

生
活
課
ま
た
は
役
場
各
支
所
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

住
民
記
録
担
当
（
�
８
２
│
３
１

１
１
内
線
１
２
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

人
権
擁
護
委
員
に

田
代
さ
ん
が
再
任

八
幡
町
の
田
代
省
平
さ
ん
（
七
二

）

が
、
こ
の
ほ
ど
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
七
月
一
日

付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち

の
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う

監
視
し
、
万
が
一
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
、
救
済
の
た
め
適
切
な
処
置
を
取

る
こ
と
な
ど
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
田
代
さ
ん
の
ほ
か
に

四
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る

家
庭
内
や
近
隣
関
係
な
ど
の
問
題
を

は
じ
め
、
土
地
や
交
通
事
故
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

▽
田
代
省
平
（
�
８
２
│
２
５
８

４
）
▽
内
田
真
由
美
（
�
８
６
│

３
２
９
２
）
▽
湊
多
喜
郎
（
�
８

２
│
５
８
６
５
）
▽
吉
田
�
右
ェ

門
（
�
８
４
│
２
５
４
９
）
▽
港

安
子
（
�
８
４
│
２
２
６
９
）

保
険
料
納
付
が
困
難
な

場
合
は
免
除
の
申
請
を

宮古社会保険事務所では、国
民年金保険料の臨時納付窓口を
開設します。これは、納め忘れ
などによる保険料の未納期間の
長期化を防止し、大切な受給権
を守るために開設するものです。
窓口では将来受給する年金額

や保険料の免除申請などの相談
にも応じます。どうぞご利用く
ださい。
�日時　８月24日（火）

午後２時～７時
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�対象者　無年金者を除く保険
料未納者
�問い合わせ　宮古社会保険事
務所（�62－1963）へどうぞ。

老後の安心を支える国民年金。若
いうちから保険料を納め続け、大
切な受給権を守りましょう

�免除対象となる所得（収入）の目安

4 人世帯（夫婦、子 2
人で、子の 1 人は16
歳以上23歳未満）

164万円
（260万円）

285万円
（424万円）

世 帯 員 数 全額免除 半額免除

3人世帯（夫婦、子 1
人で、子は16歳未満）

129万円
（210万円）

215万円
（333万円）

2人世帯（夫婦のみ） 94万円
（159万円）

172万円
（271万円）

単身世帯 35万円
（100万円）

85万円
（150万円）

※単身世帯以外は、夫、妻どちらかに所得（収入）の
ある世帯の場合の目安です。
※（ ）内の額は収入です。

人権擁護委員

田 代 省
しょう

平
へい

さん

国民年金保険料の臨時
納付窓口を開設します
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「
山
と
海
、
そ
し
て
空

気
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い

町
で
す
」
と
山
田
の
印
象

に
つ
い
て
語
る
平
泉
宣
さ

ん
。
七
月
一
日
に
県
立
山

田
病
院
の
副
院
長
兼
外
科

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

平
泉
さ
ん
は
、
平
成
二

年
に
東
北
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
を
卒
業
後
、
米

国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
留

学
。
医
学
部
研
究
員
と
し

て
三
年
間
、
が
ん
の
研
究

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
後
、
出
身
地
の
秋
田
県

ま
す
。
医
師
を
は
じ
め
看
護
師
な
ど

病
院
に
勤
務
す
る
人
は
、
患
者
さ
ん

が
元
気
に
な
っ
て
治
っ
て
い
く
の
が

一
番
う
れ
し
い
」
と
医
師
と
し
て
の

や
り
が
い
を
語
り
ま
す
。

県
立
中
央
病
院
内
で
の
携
帯
電
話

使
用
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
早
速
、

山
田
病
院
内
で
も
使
用
を
解
禁
す
る

な
ど
、
病
院
の
環
境
改
善
に
も
努
め

る
平
泉
さ
ん
。
今
後
の
抱
負
に
つ
い

て
は
「
親
切
、
速
や
か
、
最
善
の
三

つ
の
�
Ｓ
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
優
し
さ
い
っ
ぱ
い

の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

さ
ん
を
励
ま
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
実

は
逆
に
患
者
さ
ん
か

ら
励
ま
さ
れ
て
も
い

を
は
じ
め
宮
城
県
、
本
県
の
県
立
中

央
病
院
で
の
勤
務
を
経
て
山
田
病
院

に
着
任
し
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
に

は
「
小
範
囲
胃
切
除
術
」
の
原
著
論

文
で
、
岩
手
県
病
医
学
会
か
ら
中
村

記
念
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
山
歩
き
が
趣
味
で
し
た
が
、

現
在
は
芸
術
を
楽
し
む
こ
と
が
趣
味

と
平
泉
さ
ん
。
で
も
一
番
の
趣
味
は

患
者
さ
ん
を
一
日
も
早
く
元
気
に
さ

せ
る
こ
と
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

平
泉
さ
ん
が
医
師
を
志
し
た
の
は

子
供
の
こ
ろ
体
が
弱
く
、
病
気
で
医

者
に
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。「
医
者
は
患
者

親
切
、速
や
か
、最
善
の
病
院
に

県立山田病院の医師として着任した

平　泉　 宣
せん

さん（飯岡・４６歳）

場登民町
１０４

注意してね

８月は、お盆を中心に迎
え火や花火など火を取り扱
う機会が多くなります。火
の不始末による火災の発生
も心配されますので、各家
庭では�仏壇のろうそくの
周りには燃えやすい物を置
かない�外出するときは線
香やろうそくの火を完全に
消す�迎え火や花火をする
ときはバケツなどに水を用
意し、終わったら完全に消
す�風の強い日には花火を
しない�寝る前には火の元
の点検を行う──などの点
に注意し、火の用心を心掛
けましょう。

山
田
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
瀬
川
チ
セ
会
長
）
が
、
平
成
十
六

年
度
安
全
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
連
合
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

田
の
浜
地
区
、
昭
和
五
十
六
年
に
大

浦
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ
れ
た
婦

人
消
防
協
力
隊
に
よ
り
、
活
動
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
昭
和
六
十
三

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

荒
川
、
大
沢
、
織
笠
地
区
で
結
成
さ

れ
た
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
も
連
合
会
に

加
入
。
総
合
防
災
訓
練
や
消
防
演
習

な
ど
で
各
種
訓
練
を
実
施
し
、
消
防

技
術
の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
火
災

予
防
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
通
じ
て
防
火

思
想
の
普
及
啓
発
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

瀬
川
会
長
は
「
今
後
も
会
員
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
火
災
予
防
に
努
め

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

町婦人防火クラブ連合会
平成１６年度
安全功労者 消防庁長官表彰を受賞

表彰状と盾を手にする瀬川チセ
会長（右）と五十嵐まき子監事
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【６】

イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
さ
ん
が
町
訪
問

２
週
間
滞
在
し
交
流
を
深
め
る

友
好
都
市
・
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト
市
の
イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
・
ハ

ル
チ
ェ
ス
さ
ん
（
二
一

）
が
、
七
月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
本
町

を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
二
月
、
本
町
の
海
外
研
修
団
が
ザ
イ
ス
ト

市
を
訪
問
し
た
際
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
た
の
が
縁
で
、
本

町
を
訪
問
し
た
も
の
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
小
学
校
訪
問
な
ど
を
通

じ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。イ

ン
ゲ
ボ
ル
グ
さ
ん
は
、
七
月

一
日
か
ら
十
一
日
ま
で
京
都
や
奈

良
に
滞
在
し
た
後
、
十
二
日
に
山

田
入
り
。
本
町
と
ザ
イ
ス
ト
市
の

交
流
を
推
進
す
る
財
団
法
人
ホ
フ

ラ
イ
ス
の
役
員
で
も
あ
り
、
今
回

の
訪
問
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

き
ま
し
た
。

十
四
日
に
は
、
山
田
町
日
蘭
交

流
友
の
会
の
伊
藤
敏
会
長
と
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
菊
地
和
三
さ
ん

（
六
二

）・
大
比
子
さ
ん

（
同
）
ご
夫
妻
＝
織

笠
＝
ら
と
共
に
沼
崎

喜
一
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

伊
藤
会
長
に
よ
る

イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
さ
ん

の
紹
介
に
続
き
、
沼
崎
喜
一
町
長
が

「
山
田
の
中
学
生
や
海
外
研
修
団
が

ザ
イ
ス
ト
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
財

団
法
人
ホ
フ
ラ
イ
ス
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。
山
田
に
は
た
く
さ
ん
素
晴
ら

し
い
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
約
二
週

間
、
山
田
を
満
喫
し
な
が
ら
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
イ
ン
ゲ

ボ
ル
グ
さ
ん
に
町
章
入
り
の
升
な
ど

の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
さ

ん
は
「
沼
崎
町
長
に
は
表
敬
訪
問
と

い
う
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
京
都
、
奈
良

で
の
約
二
週
間
の
滞
在
と
は
違
っ
て
、

山
田
で
は
人
と
の
交
流
が
あ
り
感
激

し
て
い
ま
す
」と
述
べ
、
財
団
法
人
ホ

フ
ラ
イ
ス
の
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー

ン
ス
マ
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

沼
崎
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

十
六
日
か
ら
は
、
鯨
と
海
の
科
学

館
や
オ
ラ
ン
ダ
島
の
見
学
の
ほ
か
、

織
笠
小
学
校
の
訪
問
な
ど
を
通
じ
、

多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
二
十
五
日
に
は
菊
地
和
三
さ
ん

宅
で
送
別
会
が
開
か
れ
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
坂
本
善
雄
さ
ん（
五
一

）

＝
織
笠
＝
ご
家
族
な
ど
十
八
人
が
参

加
。
心
づ
く
し
の
手
料
理
を
囲
み
な

が
ら
最
後
の
夜
を
過
ご
し
、
翌
日
、

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
別
れ
を

告
げ
、
本
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

財
団
法
人
ホ
フ
ラ
イ
ス
と
山
田
町

日
蘭
交
流
友
の
会
の
民
間
団
体
に
よ

り
進
め
ら
れ
た
今
回
の
交
流
。
民
間

レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
着
実
に
推
進
し

て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
交
流
で

も
あ
り
ま
し
た
。

沼崎喜一町長を表敬訪問する
インゲボルグさん（写真中央）

2 1日にオランダ島に上陸。
2000年５月に友好都市を締結
した時にザイスト市から贈られ
た記念プレートを見学しました

送別会の参加者全員で記念撮影



【７】

町村の部で２年連続３度目の優勝
を果たした山田猟友会の皆さん

剣道少年男子で優勝を飾った山田高校剣
道部の皆さんと深田耕治監督（後列左）

七
月
三
日
と
四
日
に
花
巻
市
で
行
わ

れ
た
県
民
体
育
大
会
・
ク
レ
ー
射
撃
競

技
で
本
町
代
表
の
山
田
猟
友
会
が
、
町

村
の
部
で
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
一

ラ
ウ
ン
ド
二
十
五
個
の
標
的
を
撃
ち
、
四

ラ
ウ
ン
ド
の
合
計
得
点
を
争
う
同
競
技
。

町
村
の
部
に
は
十
一
町
村（
八
十
五
人
）が

出
場
し
、
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

山
田
猟
友
会
は
ト
ラ
ッ
プ
団
体
で
二
百
十

九
点
の
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
２
位
、
ス

キ
ー
ト
団
体
も
６
位
入
賞
を
果
た
し
、
両
部

門
の
成
績
で
争
う
町
村
総
合
の
部
で
二
年

連
続
三
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

◆
出
場
選
手
　
ト
ラ
ッ
プ
…
菊
地
敏
克
、

佐
々
木
實
行
、
外
�
薫
　
ス
キ
ー
ト
…

O
々
木
福
男
、
武
藤
瑞
雄
、
武
藤
峯
雄

《
敬
称
略
》

七
月
三
日
に
盛
岡
市
で
行
わ
れ
た
県

民
体
育
大
会
・
剣
道
競
技
少
年
男
子
団

体
の
部
で
山
田
高
校
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
同
団
体
の
部
に
は
、
県
内
か
ら
五

十
一
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ

を
二
戦
全
勝
で
突
破
し
た
山
田
高
校
は
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
安
定
し
た
力
で

勝
ち
進
み
決
勝
へ
進
出
。
決
勝
で
県
高
校

総
体
優
勝
の
花
巻
南
高
に
４
対
１
で
圧
勝

し
ま
し
た
。
な
お
、
八
月
二
十
八
日
か
ら

二
戸
市
で
開
か
れ
る
東
北
総
合
体
育
大
会

に
県
代
表
選
手
と
し
て
�
橋
知
義
君
と
湊

紘
一
君
の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
出
場
選
手
　
佐
藤
剛
、
湊
貴
之
、
湊
紘

一
、
杉
本
晃
宣
、
�
橋
知
義
、
武
藤
聖

英
、
長
澤
範
幸
、
吉
田
奨
（
以
上
三
年
）

《
敬
称
略
》

本
町（

）が
総
合
で
連
覇

ク
レ
ー
射
撃

町
村
の
部

山
田
高
校
が
優
勝
に
輝
く

剣
　
　
道

少
年
男
子

第５６回岩手県民体育大会

優勝おめでとう

山
　
田

猟
友
会 七

月
二
十
八
日
、
山
田
高

校
外
国
語
指
導
助
手
の
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ン
・
バ
ー
さ
ん
が
二

年
間
の
勤
務
を
終
え
、
祖
国

ア
メ
リ
カ
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
は
、

平
成
十
四
年
七
月
か
ら
山
田

高
校
五
人
目
の
外
国
語
指
導

助
手
と
し
て
、
生
徒
に
英
語

な
ど
を
指
導
。
ま
た
、
秋
祭

り
で
は「
Ｊ
Ａ
さ
ん
さ
」の
踊
り
の
輪

に
加
わ
る
な
ど
多
く
の
行
事
に
積
極

的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
空
手
道
を
習

う
た
め
道
場
に
通
い
町
民
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
か
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
下
記
の
と
お
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
紹
介

し
ま
す
。

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
が
帰
国

多
く
の
思
い
出
あ
り
が
と
う

中段突きのポーズを決めるキャロラインさん
と山田空手道協会の伊藤四郎会長＝写真右＝
（山田町国際交流協会主催の歓送会から）
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い
る
う
ち
は
続
け
た
い
で
す
ね
。

★
大
事
に
し
て
い
る
物
は

宝
物
は
戦
争
に
行
っ
た
と
き
に
い

た
だ
い
た
、
勲
八
等
の
勲
章
で
す
。

実
は
戦
時
中
に
受
け
た
手
り
ゅ
う
弾

の
破
片
が
今
で
も
体
に
残
っ
て
い
ま

す
。
病
院
で
診
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

体
に
は
影
響
が
な
い
そ
う
で
す
。

★
健
康
の
秘
け
つ
は

毎
日
自
宅
の
周
辺
を
一
�
以
上
歩

い
て
い
る
こ
と
で
す
か
ね
。
好
き
嫌

も
ま
っ
た
く
無
い
で
す
し
、
そ
の
せ

い
か
十
年
以
上
病
気
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
も
特
に
悪

い
所
も
な
く
、
健
康
そ
の
も
の
で
す
。

元
気
の
秘
け
つ
は
毎
日
の
散
歩

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
か

終
戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
、
三
十

五
歳
の
時
か
ら
豊
間
根
郵
便
局
に
勤

め
、
十
八
年
間
郵
便
配
達
業
務
な
ど

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ゴ
ル
フ
を
合

わ
せ
た
よ
う
な
競
技
で
、
と
て
も
面

白
い
で
す
。
二
十
人
近
く
い
る
会
員

と
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。
元
気
で

豊間根　武
たけ

雄
お

さん
（石峠・86歳）

抱
い
た
。
応
援
弁
士
の
一
節
に
「
戦

わ
ず
し
て
勝
利
を
得
た
感
が
す
る
」

と
の
一
言
が
ま
さ
に
的
中
し
、
町
民

の
一
人
と
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

沼
崎
さ
ん
い
わ
く
「
い
ば
ら
の
道

は
覚
悟
の
上
」
と
…
。
町
発
展
に
向

け
日
夜
奔
走
さ
れ
「
厳
し
い
町
政
満

載
の
山
田
丸
」
の
操
舵
を
担
う
沼
崎

さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
わ
た
し
た
ち
町
民
こ
ぞ
っ

て
支
え
て
い
き
た
い
も
の
と
思
う
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
78
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

ラ
ズ
ベ
リ
ー
死
き
父
思
い
口
ず
さ
む

あ
の
味
今
も
舌
に
の
こ
り
て

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

朝
露
を
う
け
な
が
ら

お
り
お
り
に
咲
く
ど
の
花
も

個
性
を
も
っ
て
咲
い
て
い
る

解
け
な
い
心
も
い
や
し
て
く
れ
る

ど
の
花
さ
ん
も
あ
り
が
と
う

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
69
歳
）

曽
我
さ
ん
一
家
を
案
じ
た
が

お
逢
い
出
来
て
お
目
出
と
う

親
子
、
夫
婦
の
強
き
愛

し
み
じ
み
思
ふ
愛
の
深
さ
を

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
89
歳
）

夕
暮
の
涼
し
さ
感
じ
u
の
声

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
76
歳
）

ほ
と
と
ぎ
す
、
う
ぐ
い
す
、
め
じ
ろ
、

鳴
き
交
わ
す

里
山
で
人
熊
（
子
連
れ
）
に
襲
は
る

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
83
歳
）

台
風
や
明
日
の
漁
気
に
海
み
つ
め

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
79
歳
）

毎
年
の
お
盆
に
写
る
友
の
顔

松
�
�
雄
（
船
越
・
？
歳
）

出
船
の
テ
ー
プ
は
切
れ
て
も

心
の
絆
は
切
れ
る
事
な
し

山
�
泰
司
（
船
越
・
58
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

「
ス
プ
ー
ン
に
う
つ
る
私
」

ス
プ
ー
ン
に
う
つ
る
自
分
を
、

見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
当
の
自
分
、
見
え
ま
せ
ん
…

…
だ
け
ど
、
ど
う
に
か
す
れ
ば
、

見
え
る
か
も
…
�

ぜ
ひ
、
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
深
キ
ョ
ン
大
好
き
�

（
長
崎
・
？
歳
）

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
納
期
限
の
検
討
を

なかむら なお ちゃん
（山田幼稚園・６歳）

飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
願
う

六
月
二
十
八
日
の
岩
手
日
報
で
、

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
町
民
の
飲

酒
運
転
の
多
発
記
事
を
町
民
の
皆
様

は
ど
ん
な
思
い
で
見
て
い
た
で
し
ょ

う
か
。
宮
古
警
察
署
、
町
交
通
安
全

対
策
運
動
協
議
会
、
県
交
通
安
全
協

会
宮
古
支
部
山
田
支
会
あ
げ
て
飲
酒

運
転
撲
滅
運
動
を
行
っ
て
い
る
の
に
、

無
念
の
一
言
に
つ
き
る
思
い
で
す
。

ど
ん
な
に
道
交
法
を
改
正
し
厳
し
く

し
て
も
、
運
転
者
一
人
ひ
と
り
の
モ

ラ
ル
を
取
り
戻
さ
な
い
限
り
、
防
止

す
る
す
べ
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、

町
長
再
選
で
今
後
に
期
待

任
期
満
了
に
伴
う
山
田
町
長
選
の

告
示
が
去
る
七
月
六
日
に
行
わ
れ
、

現
職
の
沼
崎
喜
一
さ
ん
の
ほ
か
に
出

馬
が
な
く
、
町
政
二
期
目
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
告
示
日
の
遊

説
第
一
声
を
山
田
駅
前
通
り
で
耳
に

し
、
そ
の
抱
負
に
感
動
し
安
心
感
を

【８】【９】

田
畑
有
望
（
10
）

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
危�（
14
）

阿
部
瑞
希
（
９
）

キ
ャ
ン
デ
ィ
（
11
）

マ
ウ
ス
（
14
）

船
小
イ
ラ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
５
年
生（
10
）

Ｆ
２
（
16
）

み
な
さ
ん
幸
せ
で
よ
か
と
で
す
ね
ぇ
〜
。（
15
）

ポ
ケ
ジ
ラ
（
11
）

湊
亜
紀
子
（
９
）

カ
ー
ビ
ィ
（
11
）

山
�
心
（
10
）

山
�
亨
介
（
７
）

M
,z

（
14
）

湊
俊
樹
（
６
）

お
の
は
る
な
（
５
）

沼
崎
晴
香
（
？
）

ラ
テ
ィ
テ
ィ
ア
☆
（
？
）

コ
ー
ギ
ー
ル
ル
ば
ー
ち
ゃ
ん（
９
）

元気なじいちゃん── vol.
9元気なじいちゃん

三
月
十
五
日
ま
で
に
町
民
の
皆
さ

ま
は
申
告
を
済
ま
せ
、
税
務
課
の
職

員
の
方
々
は
何
か
と
ご
多
忙
と
思
い

ま
す
。
国
保
税
を
納
期
内
に
納
め
な

け
れ
ば
何
か
と
悪
条
件
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
七
月
中
旬
に
納
税
通

知
書
を
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
納
税
は

義
務
と
は
い
え
八
月
に
二
回
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
家
庭
で
は
八
月

は
何
か
と
出
費
が
か
さ
む
と
思
い
ま

す
。
良
い
方
向
に
調
整
で
き
な
い
も

の
で
す
か
。
通
知
書
を
早
く
送
付
で

き
な
い
も
の
で
す
か
。
納
税
者
の
一

人
と
し
て
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

山
�
泰
司
（
船
越
・
58
歳
）

【
回
答
・
税
務
会
計
課
】

国
保
税
は
、
最
終
的
に
六
月
に
確

定
す
る
住
民
税
の
所
得
を
基
に
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
国
保
税
の
賦
課
計
算
な
ど
の
作

業
は
、
六
月
以
降
で
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。
作
業
に
は
約
一
カ
月
の
期

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
納
税
者
へ

の
通
知
は
七
月
の
中
旬
ご
ろ
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
税
の
納
期
は
八
期
に

分
け
、
七
月
か
ら
翌
年
の
二
月
ま
で

の
各
月
の
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
期
の
月
末
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
当
た
る
と
き
は
、
納
税
者
の
便
宜

を
図
る
た
め
翌
日
ま
た
は
翌
々
日
に

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
七
月
は
、
月

末
が
土
曜
日
に
当
た
っ
た
こ
と
か
ら
、

翌
々
日
の
八
月
二
日
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
結
果
と
し
て
八
月
に
二
回
の

納
期
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
八
月
二
日
の
納
期
分
は
第
一

期
の
七
月
納
期
分
で
す
の
で
、
そ
の

こ
と
を
ご
理
解
の
上
、
納
税
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
日
も
聞
こ
え
る
鴬
の
声

裏
山
で
鴬
の
声
を
初
め
て
聞
い
た

の
は
三
月
末
だ
。
今
は
子
育
て
の
最

中
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
大
き
な
声
で

鳴
い
て
い
る
。
木
か
ら
木
を
渡
り
、

楽
し
ん
で
唄
っ
て
い
る
よ
う
に
も
聞

こ
え
る
。
子
育
て
の
時
期
は
広
い
縄

張
を
持
ち
、
子
を
守
り
外
か
ら
の
侵

入
を
防
ぐ
叫
び
で
も
あ
る
。
鴬
だ
け

で
な
く
生
き
る
者
の
宿
命
で
も
あ
ろ

う
か
。
今
日
も
朝
か
ら
鳴
い
て
い
る
。

岡
市
健
吾
（
飯
岡
・
？
歳
）

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
要
因
は
百

パ
ー
セ
ン
ト
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん
事
故
を
起
こ

せ
ば
被
害
者
、
加
害
者
と
も
に
家
庭

は
崩
壊
し
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、「
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
」
を
合
言
葉
に
お
互
い
に
注
意
し

合
い
飲
酒
運
転
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

西
舘
隆
（
船
越
・
？
歳
）う

ぐ
い
す

う
た

な

佐々木亜梨香（12）

ゆっきん（11）

ピクモン（？）

☆はれのちくもり☆（11）

通学路はシルクロ
ード（17）

パチ太郎（15）



4月25日に開園した花と緑の公園市場「花まりん」が、
7月18日に入場者１万人を達成しました。１万人目の入場者
となったのは矢巾町の高橋正和さん（32）＝丸写真左＝。
同市場を運営する「花と緑の地域づくり協議会」のV原長
一会長から盆栽や鉢植え花が贈呈されました。家族6人で
訪れた高橋さんは「両親は花が大好きなので、とてもよい
記念になりました」と大喜びでした。7月25日には入場者
１万人を記念して「花の香りのコンサート」が同園で開か
れました。佐藤佳奈子さん（長崎・31）によるピアノと舟田
鮎子さん（飯岡・26）によるフルートが奏でる美しい音色に、
聴衆250人は耳をすまして聴き入っていました。

市場「花まりん」
　 入場者１万人を達成

矢巾町の高橋さんに記念品

7月24日、山田町暴力追放・飲酒運転撲滅推進町民大会
が町中央公民館で開かれ、町内の団体や一般町民など600
人が参加しました。これは、町内での広域暴力団の事務所
設置などの動きが明らかになり、また、飲酒運転による事
故などが多発していることから、町内から暴力、飲酒運転
を一掃しようと町地域安全推進連絡協議会（会長・沼崎喜
一町長）などが主催して行われたものです。大会では、沼
崎喜一町長が「暴力団と関係を持つ人、飲酒運転してしま
う人に共通して言える事は、本人の意思の弱さではないで
しょうか。それを止めさせることができるのは周囲の人々
です。明るい町にするため、悪いことを許さない強い意志
を町全体に広げていきましょう」とあいさつ。続いて佐々

木良一町議会議長、小笠原正成宮古警察署長の激励のこと
ばがありました。次いで来賓の佐々木俊夫県議会議員があ
いさつを述べました。その後の講演では、県警本部刑事部
捜査第二課組織犯罪対策室の川村裕司室長＝丸写真左＝が
「最近の暴力団情勢について」と題し、実際に暴力団の取
り締まりに携わっている立場から、現在の状況を説明。続
いて宮古警察署交通課の田島直樹課長＝丸写真右＝から
「飲酒運転の防止について」を題材に、飲酒運転が起きる
原因や、飲酒運転事故が及ぼす影響などについて話されま
した。この後行われた街頭パレードでは、参加者がプラ
カードを手に町の中心街を行進。「暴力は社会の敵だ」「飲
酒運転をなくそう」とシュプレヒコールを繰り返しました。

飲酒運転撲滅
暴力追放・ 推進町民大会に600人

明るい町目指し街頭パレード
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花と緑の公園

今月の題字

まつざき かつや君
（豊間根小2年）

日本各地の港町を結び、海を介して交流を深めながら日
本沿岸を航海する「日本ぐるっと一周・海交流」のヨット
が7月7日、山田港に寄港。山田ヨットクラブの会員らが
出迎えました。同活動はＮＰＯ法人地域交流センターが企
画したもので、寄港したのは日下啓一さん（55）、熊谷幹男
さん（54）、黄川田喜蔵さん（54）の3人。全長12㍍のヨッ
トで5月9日に東京を出港、太平洋沿岸を北上し、石巻、
大船渡などを経て山田港に入港しました。歓迎セレモニー
では、豊間根章一助役の歓迎あいさつに続き、日下さんに
より親書が読み上げられ、豊間根助役に手渡されました。

山田ダンスサークル「ピボット」主催の「夏の社交ダン
スパーティー」が7月24日、町中央公民館で開かれました。
ダンスを通じて交流を深めようと10年ぶりに開いたもので、
同パーティーには県内からダンス愛好家など150人が参加。
さまざまな種類の曲に合わせて軽やかなステップを踏んで
いました。この日は本町出身のプロ競技選手である箱石博
之さんと妻の幸子さん、子息の統匡さんとパートナーの阿
部由紀子さんのそれぞれの組による演技も行われ、参加し
た皆さんは華麗なステップに盛大な拍手を送っていました。

7月2日、ＪＲ陸中山田駅前にある「ホタテ海童神社」で
神事が行われました。山田町商工会青年部と女性部が実施
したもので、神事には両部員ら20人が出席。両部の代表が玉
ぐしをささげた後、女性部3人が「ホタテ海童音頭」踊り
を奉納しました。同神社は昭和61年、町特産のホタテと伝
説のかっぱを結び付けたホタテカッパを祭神として建立。
両部員の皆さんは商店街の活性化と観光客の水上安全のほ
か、同青年部が中心となって組織する山田の魅力発信実行
委員会主催の各種イベントの成功を祈願していました。

【１１】

「ホタテ海童神社」で神事

各種イベントの成功を祈願

社交ダンス交流に150人

曲に合わせステップ楽しむ

日本一周のヨットが寄港

海を介して交流を深める

かっぱ
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「やまだてんこ盛りフェスタ2004」の一環と
して「海上渡御見物と山田湾内クルーズ」を開
催します。参加者を募集しますので、ご家族な
どでお申し込みください。
�日時　９月20日（祝）午前８時～11時
�集合場所　山田漁港北浜岸壁前
�内容　みこしの海上渡御見物後、「観光船陸
中丸」に乗船しての曳き船同行見物、明神崎
やオランダ島などの海岸美見物
�参加対象　５歳以上（中学生以下が参加する
場合は、保護者同伴とします）
�参加料　中学生以下…1,500円

高校生以上…2,000円
※特製お祭り弁当代を含みます。
�定員　200人（定員になり次第締め切ります）
�申込方法　８月31日までに山田の魅力発信実
行委員会事務局へ電話またはファクスで申し
込んでください。

�山田漁港（第１会場）
�オープニングセレモニー�鯨肉試食・即売会（限定）
�農産物・水産物直売、特産品販売�オリジナル「オラ
ンダ島ビール」の販売�岩手発！アイドルユニットＬＯ
ＶＥ－ＹＯＵＲＳライブ（午前11時、午後2時の2回公
演）�フリーマーケット�24時間テレビ募金活動�航空
自衛隊第 4 航空団Ｆ－ 2 戦闘機 2 機による飛行展示
（午後零時半ごろ）

�オランダ島（第２会場）
�鯨カヌーレース（午前11時～午後零時半）�マリンス
ポーツ体験（鯨カヌー、バナナボート、シーカヤック）

�鯨と海の科学館（第３会場）
�鯨と海の科学館の無料開放�岩渕欣治「海の版画展」
�鯨関連グッズ販売�山田湾・船越半島の成り立ちを巡
る観察会（観光船「陸中丸」からの見学／講師・小岩清
水さん）
※観察会に参加希望の方は、8月18日までに鯨と海の科
学館（�84－3985）へお申し込みください。

鯨カヌーレース
出場チーム募集
友達同士や職場の仲間などで

チームをつくり参加しませんか。
�競技開始時間　午前11時～
（受け付けは午前10時～）
�場所　オランダ島
�募集チーム　８チーム
※定数になり次第締め切ります
�競技方法　オランダ島特設コー
スによるタイムトライアル方式
�チーム編成　こぎ手８人、かじ
手１人、ドラ１人、補欠数人
�参加資格　中学生以上
�参加料　無料

�表彰　優勝…賞金３万円　準優勝…賞金２万円　第３位
…賞金１万円（全チームに参加賞を差し上げます）
�申し込み方法　８月13日までに山田の魅力発信実行委員
会事務局へ電話またはファクスで申し込んでください。

8月22日（日）
時間：午前１０時～午後４時
会場：山田漁港（巡航船乗り場付近）

オランダ島、鯨と海の科学館

※午前９時からオランダ島・山田漁港間
の巡航船を無料運航します。

山田町商工会が中心となって組織する
「山田の魅力発信実行委員会」では、通年
計画の「やまだてんこ盛りフェスタ２００４」の
一環として「オランダ島＆鯨まつり」を開
催します。ご家族などでご来場ください。
◆申込先・問い合わせ　山田の魅力発信実
行委員会（山田町商工会内�８２－２５１５・
ファクス８２－０６７７）へどうぞ。
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大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御大杉神社の海上渡御

ひ



【１３】

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

☆締め切り＝８月20日（当日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｃ、②－Ｂ、
③－Ｃ、④－Ａ、⑤－Ｂでした。応
募者数は46通で正解は44通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝飯泉良子（17） 長崎＝小林

夢花（１） 飯岡＝小豆嶋陽介（？）
船越＝川原幸彦（66）、村木司（33）
田の浜＝黒沢純平（11） 大浦＝門久
美子（22） 織笠＝佐々木梨沙子（９）
豊間根＝久保田マサ子（？）、佐藤慶
子（49） 〈敬称略〉

合
併
処
理
浄
化
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設
置
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助
金
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込
み
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的
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家
庭
用
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置
す
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方
に
補
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交
付
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
受
け
付
け
枠
に

若
干
余
裕
が
あ
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ま
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で
、
追
加
の
申
し
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受
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す
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家
の
新
築
や
ト
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レ
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ふ
ろ
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改
築
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ど
を
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考
え
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方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
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み
多
数
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選

と
し
ま
す
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▽
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五
人
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…
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五

千
円
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…
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円
▽
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象
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下
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に
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し
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な
い
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小
谷
鳥
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漉
磯
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豊
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根
▼
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川
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地
区
。

※
山
田
、
織
笠
地
区
で
も
下
水
道
整
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区
を
除
い
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部
の
地
域
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す

の
で
、
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に
ご
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▽
申
込
期
間
　
八
月
二
日
〜
九
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
地

域
整
備
課
下
水
道
業
務
担
当
（
�

８
２
│
３
１
１
１
内
線
２
１
２
）

へ
ど
う
ぞ
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合
併
処
理
浄
化
槽（
10
人
槽
）の
設
置
の
様
子

�パレードコース　陸中山田駅前→国道45号→
宮古信用金庫脇→水道事業所前→町中央公民館前

�応援団編成　吹奏楽部…70人、チアリーディング部…30人、
応援団…30人

�問い合わせ　町教育委員会事務局社会教育担当（�82－3111内
線622）へどうぞ。

8月8日（日）

午後２時～３時
陸中山田駅前→町中央公民館前

※青少年健全育成パレードを兼ねて行います。

午後４時開演（午後３時半開場）
町中央公民館大ホール

快適な環境づくりに

パフォーマンス公演

パレード

�７月１日に県立山田病院の副院長に
着任した平泉宣さんの出身県は？
�宮城県　�秋田県　�青森県

�７月24日に行われた町暴力追放・飲
酒運転撲滅推進町民大会の参加者
数は何人？
�600人　�6,000人　�60,000人

�７月25日に「花まりん」で入場１万
人を記念して開催されたのは？
�「君と僕とのコンサート」
�「涙と笑いのコンサート」
�「花の香りのコンサート」

�山田の魅力発信実行委員会が主催
する「オランダ島＆鯨まつり」が
開催されるのは８月の何日？
�８日　�15日　�22日

�今号の「１歳になりました」に登場
している赤ちゃん11人のうち、男
の子は何人？
�３人　�４人　�５人



【１４】

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課保健指導担当（�82－3111
内線161、165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実 施 場 所

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井　上　医　院

う ら べ 内 科

申 込 先

82－2956

82－0123

実 施 場 所

近　藤　医　院

後　藤　医　院

申 込 先

82－3328

82－6690

機能訓練
教　　室

毎週
月曜日

午前10時～
午後2時半

病気やけがなどで体の不
自由な方

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165、166）
へご連絡ください。

�予防接種をご希望の方は随時行っていますので、診療時間内に各医
院へお申し込みください。

ひよこ教室 20日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の各種相談・健診 場所：保健センター

�３歳児検診は３歳３カ月頃に通知します。
�３カ月児健診、６カ月児健診、10カ月児健診、１歳６カ月児
健診は９月に行います。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

3 歳 児 健 診 4 日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

健 康 相 談 3、17日 午前10時～正 午 一般町民

場　　所期 日 時　　間 担当嘱託医師

��月の精神保健クリニック

12日 午後１時～4時 及川暁先生（宮古山口病院）宮古保健所

�心の健康についての相談を行っています。ご希望の方は、前日ま
でに役場保健福祉課厚生援護担当（内線132）へお申し込みください。

7日当　番　薬　局

��月の休日当番薬局

ア イ ン 薬 局

川 向 薬 局

菊 屋 薬 局

船 越 菊 屋 薬 局

さ さ き 薬 局

さとう薬局（田の浜）

佐 藤 薬 局（豊間根）

マ ル タ 薬 局

山 田 中 央 薬 局

○

○

○

○

○

○

○

○

8日

◎

14日

○

○

15日

◎

21日

○

○

○

○

○

○

○

○

22日

◎

28日

○

○

○

○

○

○

○

○

29日

◎

○…午前８時半～午後２時　◎…午前８時半～午後５時半

対象地区 日 会　　　　場

肝・胆・腎検診行われます
日時と会場確かめ受診を

肝臓、胆のう、腎臓検診が下表
の日程で開催されます。送付され
る通知書の日時と会場を確認し、
忘れずに受診してください。まだ
申し込みをしていない方でも受診
できます。希望する方は直接会場
へお越しください。

�受診料　1,300円（受診会場でいただきます）
�受付時間　午前６時半～８時
�注意事項　検診の前日…�夜８時以降に飲食物を取
らないでください�アルコール類は飲まないでくだ
さい�就寝時まで水、お茶は飲んでも構いません�
普段服用している薬はお飲みください　検診の当日
…�検診終了まで飲食物は取らないでください�た
ばこは吸わないでください�朝はできるだけ用便を
済ませてからお越しください

�肺がん検診日程　　　　　　　　〔�月〕

�肝臓・胆のう・腎臓検診日程　　　〔�月〕

大　　　浦

田　の　浜

船　　　越

織　　　笠

大　　　沢

17日

18日、19日

20日、23日

24日、25日

26日、27日

大浦漁村センター

船越漁村センター

船越防災センター

織笠漁業協同組合

大沢漁村センター

日 受　付　時　間　

18
日

19
日

20
日

会　　　　　場

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

船 越 防 災 セ ン タ ー

大 沢 漁 村 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

荒川農業構造改善センター

豊間根生活改善センター

保 健 セ ン タ ー

船 越 漁 村 セ ン タ ー

織 笠 漁 業 協 同 組 合

保 健 セ ン タ ー

午前 9 時半～10時10分

午前11時～11時40分

午後 1 時10分～ 2 時

午後 2 時半～ 3 時半

午前 9 時半～10時

午前10時半～11時半

午後 1 時半～ 3 時

午前 9 時半～10時20分

午前10時50分～11時40分

午後 1 時半～ 3 時

「保健だより」は、紙面のリニューアルに伴い、次
号の８月１５日号から毎月１５日号に掲載します。

「保健だより」が１５日号に

18日から肺がん検診
忘れずに受けましょう

肺がん検診が下表の日程で行われます。年に１度は
必ず受診し、自分の体をチェックしましょう。
※かくたん容器は受診日に会場で配布します。
�受診料　1,300円（受診会場でいただきます）



消防職員の採用
試験宮古で実施

�職種　消防士
�採用予定人員　若干名
�受験資格　・昭和56年４月２
日以降に生まれた人で、高校
を卒業した人（見込みを含む）
・昭和54年４月２日以降に生
まれた人で、大学または短大
を卒業した人（見込みを含む）
�試験内容　教養試験、作文
�試験日　９月19日（日）
�試験会場　県立宮古短大
�受付期間　８月２日～20日
�願書の請求先　山田消防署
（�82－3139）
�申込先・問い合わせ　宮古地
区広域行政組合消防本部総務
課（�71－1193）へどうぞ。

ＫＨＶ発生により
コイの放流に制限

県内でコイヘルペスウイルス
病（ＫＨＶ）の発生が確認され
たことに伴い、コイの放流など
の行為が禁止、制限されました。
�対象魚の種類　コイ（マゴイ
及びニシキゴイ）
�対象水域　県内の河川、湖沼
及び溜池などの公共用水面
�制限・禁止事項
・放流の制限（捕まえたコイを
元の場所に戻す場合を除く）
・コイを捨てる行為の禁止（生
死を問わず）
・ＫＨＶ病発生の疑いのある地
域からのコイの持ち出し禁止
�制限期間　来年３月31日まで
�罰則　１年以下の懲役もしく
は50万円以下の罰金などが課
せられることがあります。
�問い合わせ　役場産業振興課
水産振興担当（内線231）へ。

まちで出会ったかわいい笑顔

県職員と警察官の
採用試験あります

県職員（初級、中級）
�職種　初級…一般行政、中級
…栄養
�受験資格　初級…昭和56年４
月２日～62年４月１日までに
生まれた人（大学卒業者を除
く） 中級…昭和53年４月２
日～60年４月１日までに生ま
れた人で栄養士の免許を取得
している人（見込みを含む）
�試験日　９月26日（日）
�試験内容　教養試験、専門試
験、論文（初級は作文）
�願書の請求先　宮古地方振興
局企画総務部（�64－2211）
警察官Ｂ（男性、女性）

�受験資格　昭和50年４月２日
から62年４月１日までに生ま
れた人（大学卒業者を除く）
�試験日　９月26日（日）
�試験内容　教養試験、作文
�願書の請求先　宮古警察署山
田交番（�82－2155）
◆受付期限　８月31日
◆申込先・問い合わせ　県人事
委員会事務局（〒020－8570
盛岡市内丸10－１　�019－
629－6241）へどうぞ。

水産セミナーに
皆さんの参加を

�期日と場所　８月５日…山田
湾漁協、８月９日…大沢漁協、
８月24日…船越湾漁協
�時間　午後３時半～
�テーマ　・アワビ等の養殖技
術について　・イワガキの食
品特性について　・河川が漁
場環境に与える影響について
�問い合わせ　役場産業振興課
水産振興担当（内線232）へ。

町の臨時職員を
一般公募します

�職種　一般事務補助
�募集人数　３人（各課１人）
�応募資格　町内に住所があり、
パソコン操作のできる人
�賃金　日額5,400円
�勤務場所と任用期間　地域整
備課…９月１日～12月31日
産業振興課、水道事業所…10
月１日～来年１月31日
※必要がある場合は最大８カ月
まで期間が更新されます。
�申込方法　役場住民生活課、
各支所に備え付けの履歴書に
必要事項を記入し、役場総務
課へ提出してください。
�申込期限　８月９日
�問い合わせ　役場地域整備課
下水道業務担当（内線212）、産
業振興課農業担当（内線238）、
水道事業所（�82－2300）へ。

下水道公社で排水
設備技術者の試験

�受験資格　・下水道の技術上
の実務経験が１年以上ある高
校卒業以上の人　・土木工事
の実務経験が５年以上ある人
�試験日　10月13日（水）
�場所　岩手産業文化センター
�申込先・問い合わせ　８月31
日までに役場地域整備課下水
道業務担当（内線212）へ。

町職員の採用試験
本年度行いません

町では、来年４月に町職員を
採用する予定がないことから、
本年度は採用試験を行いません。
�問い合わせ　役場総務課行政
担当（内線411）へどうぞ。

各種資格の取得
試験行われます

消防設備士試験
�試験の種類　甲種１～５類、
乙種１～７類
�試験日　９月11日（土）
�会場　宮古地区広域行政組合
消防本部（宮古市五月町）
�受付期限　８月11日
�願書の請求先・問い合わせ
山田消防署（�82－3139）へ。
介護支援専門員実務研修受講
試験
�受験資格　保健・医療・福祉
分野で５年以上かつ900日以
上の実務経験を有する人
�試験日　10月24日（日）
�試験会場　盛岡第一高等学
校、盛岡第三高等学校
�受付期間　８月17日～25日
�申込先・問い合わせ　財団法
人岩手県長寿社会振興財団
（�019－629－2300）へ。

ケアマネ試験の
支援講座を開講

�対象　介護支援専門員実務研
修受講試験の受験予定者
�期間　９月19日～20日
�場所　岩手産業文化センター
�受講料　13,000円
�定員　100人（定員になり次
第締め切ります）
�申込先・問い合わせ　岩手県
高齢者福祉生活協同組合（�
019－653－5830）へどうぞ。

行政相談あります
�日時　８月１９日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

【１５】

�月の町長面談日
�日時　８月２４日（火）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

第�回山田町議会臨時会
�日時　８月９日（月）

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。
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そ
は
日
焼
け
を
し
よ

う
と
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
を
着
て
取
材
に
挑
ん
だ
と

こ
ろ
、
日
焼
け
す
る
と
い
う
望
み
は
か
な
い
ま

し
た
が
、
焼
け
た
の
は
腕
と
肩
だ
け
で
、
背
中

は
Ｙ
の
字
に
日
焼
け
跡
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
▼
現
在
ど
う
や
っ
て
残
っ
た
場
所
を
焼
く
か

悩
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た
か
良
い
方
法
あ
り
ま

し
た
ら
広
報（
和
）ま
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
鈴
木
善
幸
先
生
が
首
相
就
任
後
、
初
の
郷
土

入
り
を
し
た
時
、
わ
た
し
は
小
学
生
。
学
校
か
ら

国
道
ま
で
歩
い
て
行
き
、
沿
道
で
小
旗
を
振
っ

て
出
迎
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
記
念
品
の

ノ
ー
ト
は
、
今
で
も
家
に
残
っ
て
い
る
は
ず
…

▼
平
成
八
年
に
は
、
水
産
課
漁
港
担
当
で
も

あ
っ
た
の
で
、
漁
港
検
診
で
本
町
を
訪
れ
た
鈴

木
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
で
も
あ
の
優
し
い
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

町民のうごき
（ 6 月 1 日～30日）

�出生……１９人 �転入……４６人

�死亡……２０人 �転出……４２人

�人口…２１,１３５人（今月増 ３人）

男…１０,１４６人 女…１０,９８９人

�世帯数………………７,２８４世帯

長 根 凌
り

菜
な

（田の浜・宏・女）
吉 川 奈

な

々
な

（豊間根・義浩・女）
石岡和

の

乃
の

愛
あ

（境田町・伸・女）

６月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 在原伶

り

音
お

（孝広・男）、田村和
かず

也
や

（良
浩・男）、�尾琉

る

衣
い

（拓実・女）、福士花
か

�
りん

（千
鶴子・女）、横田小

さ

和
わ

（和宏・女）、山根捺
なつ

星
せ

（朋
紀・女）
�田の浜 倉本美

み

樹
き

（晃・女）
�大浦 川村翔

しょう

英
えい

（真矢・男）、佐々木曙
あきら

（榮
光・男）
�織笠 板橋莉

り

緒
お

奈
な

（充・女）、坂本純
じゅん

子
こ

（裕
光・女）、菊池美

み

琴
こと

（弘志・女）、中村佳
かい

愛
と

（佳
和・男）
�荒川 M賀拓

たく

磨
ま

（貴裕・男）、川口真
ま

穂
ほ

（洋・
女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
佐々木誠（船越）・佐々木奈央子（宮古市）
田森康修（大沢）・池田弥生（宮古市）
長岡弘晃（飯岡）・白土聖恵（船越）
佐々木盛一（田の浜）・稲川寿子（織笠）
川口洋（宮古市）・山口望（荒川）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 菊池シズ子（82）、佐藤マサ（85）、三
田地三枝子（52）、堀合キヨ（89）、佐々木ウメ
ヨ（94）、O藤シワ（94）
�船越 里舘恒（73）
�田の浜 永野昭吾（74）
�織笠 菊地榮七（89）、中村正次郎（90）、中
村弘（74）、M賀マツエ（93）、O藤澤京子（60）
�大沢 鳥居チヱ（76）
�豊間根 佐々木清次郎（78）、伊H幸雄（81）、
田畑庄次郎（79）
�荒川 芳賀剛（63）

山 � 汐
きよ

公
とも

（長崎・公生・男）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

幸 和

伊藤あすみ
　

（大沢・尚生・女）
山 � 康

やす

恵
え

（船越・勉・女）
佐々木勝

よし

弘
ひろ

（長崎・貞明・男）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

８月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

ケ�

ピ�

ン�

ボ�

ケ�

ピ�

ン�

ボ�

【１６】

稲 川 小
こ

雪
ゆき

（長崎・満・女）
深 田 知

とも

希
き

（飯岡・武広・男）

川 村 若
わか

奈
な

（大浦・信彦・女）

上 澤 知
とも

征
ゆき

（大沢・篤・男）

日本赤十字社では、新潟県と
福井県で発生した豪雨災害への
義援金を受け付けています。
福井豪雨災害義援金

�受付口座（郵便振替）
口座番号　00770－６－2000
口座名義　日本赤十字社福井

県支部
�受付期限　８月31日

※通信欄に「福井豪雨災害義援
金」と明記すれば、受付期限
までは振替手数料が無料にな
ります。
新潟豪雨災害義援金

�受付口座（郵便振替）
口座番号　00650－６－1050
口座名義　日本赤十字社新潟

県支部
�受付期限　10月13日
※通信欄に「新潟県梅雨前線豪
雨被害」と明記すれば、受付
期限までは振替手数料が無料
になります。


